
⽴命館⼤学教職⼤学院
（⼤学院で学びながら働く、２つのしくみ）

大学院での学びと学校現場での実践の両立
立命館大学教職大学院に在学する大学院生が、非常勤講師や院生講師として勤務しな

がら、大学院での学びを両立できるしくみ。実際の教育現場で経験を積みながら、大

学院で学ぶことで「理論と実践の往還」を実現。
※応募・選考により採⽤される必要があります。

大学院の学修に支障のない勤務と勤務校での実習
教職大学院の授業は、4限（14:40〜）以降に開講しているため、教職大学院の授業出席に支障のない
時間で勤務を行い（週10時間程度） 、勤務校を連携協力校として専門実習（１年次３週間・２年次
７週間）を実施。

収入を得ながら学修することが可能
非常勤講師や院生講師として実際の教育現場で経験を積みながら、一定の収入を得ることができ、教

職大学院での学修や研究活動を継続的に支えることが可能。

京都府、京都市、滋賀県、大阪市の教育委員会と
覚書を締結し実施

京都・滋賀にある立命館の附属校での勤務
ICTの活用、国際教育など、立命館附属校ならでは
の最先端の教育現場での実践

【立命館附属校における院生講師】【公立学校における非常勤講師】


